
蘭
方
医
家
・
桂
川
家
が
徳
川
第
六
代
家
宣
将
軍
に
出
仕
し
て
よ

り
維
新
に
至
る
ま
で
、
初
代
甫
筑
邦
教
か
ら
八
代
甫
策
国
幹
ま
で

瘍
医
乃
至
は
外
科
医
と
し
て
、
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
か
ら
慶
応

四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の
約
百
六
十
年
の
間
、
周
囲
の
漢
方
医
か

ら
も
儒
家
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
圧
迫
を
受
け
ず
に
、
蘭
方
医
の
旗
頭

と
し
て
存
在
し
え
た
原
因
に
つ
い
て
論
及
を
試
み
る
。

今
回
は
、
そ
の
前
提
と
考
え
ら
れ
る
元
禄
時
代
の
事
件
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
九
月
十
九
日
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
は
、

突
如
と
し
て
幕
府
に
仕
官
し
て
い
る
医
師
に
対
し
て
、
勤
務
評
定

を
断
行
し
た
。

処
罰
と
し
て
二
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

13

徳
川
綱
吉
の
行
っ
た
医
官
に
対
す
る

勤
務
評
定

中
西
淳
朗

一
、
改
易
追
放
。
廩
米
並
に
宅
地
没
収
の
上
、
江
戸
よ
り
十
里

以
外
の
地
に
追
放
。
こ
れ
を
う
け
た
医
官
は
田
沢
道
哲
ら
十
一
名

で
、
「
先
年
怠
惰
を
い
ま
し
め
ら
れ
し
に
、
今
な
お
怠
惰
の
た
め
御

呰
」
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

二
、
降
格
小
普
請
入
り
。
格
下
げ
無
役
と
さ
れ
る
。
久
志
本
常

澄
、
久
志
本
常
治
、
金
保
元
勝
ら
二
十
一
名
で
、
「
治
療
に
心
を
入

れ
ざ
る
を
厳
に
い
ま
し
め
る
」
と
い
う
理
由
の
評
定
断
行
で
あ
っ

た
。

処
罰
理
由
の
、
先
年
怠
惰
を
い
ま
し
め
云
々
と
は
何
を
指
す
の

か
と
い
う
と
、
元
禄
元
年
六
月
十
二
日
に
瘍
医
瀬
尾
昌
宅
が
務
め

が
悪
い
と
閉
門
、
翌
十
三
日
に
安
倍
長
徳
院
瑞
屯
と
森
専
益
が
小

普
請
入
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
九
月
十
二
日
に
医
官
三

十
九
名
を
江
戸
城
に
集
め
、
「
各
々
家
業
怠
慢
の
聞
え
あ
り
。
も
し

故
な
く
し
て
そ
の
技
を
怠
惰
し
、
遊
興
に
耽
り
こ
シ
か
し
こ
俳
個

す
る
聞
え
あ
ら
ば
厳
に
と
が
め
ら
る
く
し
」
と
警
告
し
た
。
こ
の

元
禄
元
年
の
処
分
と
警
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
三
年

九
月
十
九
日
に
当
時
の
医
官
の
八
十
二
％
が
処
分
を
受
け
た
の
で

あ
る
。そ

し
て
将
軍
綱
吉
は
、
医
官
の
勤
務
評
定
を
下
し
た
三
カ
月
後
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の
十
二
月
二
十
九
日
に
ひ
と
つ
の
通
達
を
出
し
た
。
即
ち
、
元
禄

四
年
一
月
よ
り
、
半
井
、
今
大
路
両
典
薬
頭
の
上
席
に
、
儒
臣
林

弘
文
院
信
篤
を
着
座
せ
し
め
る
よ
う
命
じ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
医
師
の
幕
府
内
で
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、

儒
学
、
医
学
に
か
か
わ
る
政
治
の
場
に
お
い
て
、
林
弘
文
院
信
篤

が
将
軍
側
用
人
柳
沢
吉
保
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す

プ
（
》
○

以
上
が
勤
務
評
定
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経

過
を
探
求
で
き
た
医
師
六
名
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
元
禄
元
年

組
は
処
罰
後
一
年
半
以
内
に
旧
職
に
復
帰
し
て
い
る
が
、
元
禄
三

年
組
に
お
い
て
は
、
改
易
追
放
を
う
け
た
田
沢
道
哲
は
小
普
請
に

も
ど
る
の
に
二
十
年
、
御
番
医
師
と
な
る
ま
で
更
に
十
年
を
要
し

た
に
対
し
、
降
格
小
普
請
入
り
を
う
け
た
久
志
本
氏
両
名
は
旧
職

に
も
ど
る
ま
で
二
～
六
年
半
で
、
田
沢
氏
よ
り
は
る
か
に
短
い
。

ま
た
同
じ
く
小
普
請
入
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
口
科
の
金
保
元
勝
は
、

十
三
カ
月
後
死
亡
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
年
月
に
差
は
あ
る
が
、
旧
職
ま
た
は
旧
職
以
上
に

復
帰
し
て
い
る
医
官
が
少
数
と
は
云
え
存
在
し
た
点
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
事
件
は
、
四
代
将
軍
家
綱
時
代
か
ら
の
将
軍
家
の
病
弱

者
多
出
や
、
後
継
男
子
な
し
等
に
よ
る
医
官
多
雇
に
対
す
る
単
な

る
経
済
対
策
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
元
禄
三
年
九
月
二
十
三

日
に
新
た
に
六
名
の
医
官
を
町
医
、
藩
医
の
中
か
ら
登
用
し
た
こ

と
か
ら
も
思
推
で
き
る
。

ま
た
、
元
禄
元
年
九
月
十
二
日
の
医
官
に
対
す
る
警
告
は
三
十

九
名
に
及
ん
で
お
り
、
元
禄
三
年
に
処
分
を
受
け
た
医
官
が
三
十

二
名
も
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
事
件
は
医
官
同
志
の
嫉
み

か
ら
の
密
告
等
で
発
生
し
た
と
は
思
え
な
い
。
即
ち
、
十
七
世
紀

後
半
の
徳
川
時
代
に
お
け
る
支
配
体
制
の
確
立
課
題
に
お
い
て
、

「
士
農
工
商
」
外
の
、
僧
侶
、
医
師
、
儒
者
の
位
置
づ
け
は
難
題

の
ひ
と
つ
で
、
四
代
将
軍
家
綱
時
代
の
寛
文
年
間
に
も
論
議
さ
れ

て
お
り
、
綱
吉
は
天
和
三
年
二
六
八
三
）
に
「
武
家
諸
法
度
」
改

正
の
際
、
一
応
医
を
儒
の
下
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
四
年
後
（
綱
吉
将
軍
就
任
七
年
目
の
貞
享
四
年
・
〃
生
類
憐

み
の
令
″
を
発
し
た
年
）
か
ら
綱
吉
の
政
治
が
窓
意
的
、
偏
執
的
に

な
る
一
方
で
、
朱
子
学
に
の
め
り
こ
み
、
元
禄
年
間
に
入
る
や
医

師
の
勤
務
評
定
を
断
行
し
な
が
ら
、
員
数
く
ら
し
を
行
い
医
官
の

階
級
づ
け
の
洗
い
直
し
を
行
っ
た
。

人
民
の
身
分
確
立
に
当
っ
て
、
徳
川
家
康
は
中
国
古
典
よ
り
「
士
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農
工
商
」
を
抽
出
し
日
本
化
し
た
。

綱
吉
は
、
こ
れ
を
ま
ね
て
儒
者
、
医
師
、
僧
侶
の
地
位
を
整
理

し
、
こ
れ
ら
の
身
分
即
ち
階
級
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
際
、
林
家

を
重
視
し
、
医
師
を
儒
者
と
僧
侶
の
中
間
に
お
く
よ
う
林
家
が
強

く
将
軍
と
そ
の
側
近
に
働
き
か
け
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
集
約
が
元
禄
四
年
四
月
の
湯
島
聖
堂
の
完
成
で
あ
っ
た
。

し
か
し
弘
文
院
死
後
、
林
家
は
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
た
。

（
中
西
医
院
）

『
紅
夷
外
科
宗
伝
」
と
そ
の
系
列
に
あ
る
西
洋
外
科
害
の
初
期
模

写
翻
訳
外
科
伝
書
の
治
療
図
及
び
手
術
器
具
の
図
が
パ
レ
の
外
科

全
集
だ
け
で
な
く
、
そ
の
四
○
・
二
％
が
ド
イ
ツ
の
ウ
ル
ム
の
外

科
医
ス
ク
ル
テ
タ
ス
（
］
○
富
目
①
跣
ｏ
号
①
旨
、
一
五
九
五
’
一
六
四
五
）

の
著
書
『
外
科
の
兵
器
庫
シ
［
日
四
日
①
昌
閏
旨
ｇ
ｏ
三
目
低
呂
旦

に
由
来
す
る
事
実
を
指
摘
し
、
す
で
に
報
告
し
た
。

類
似
の
初
期
模
写
翻
訳
外
科
伝
書
と
し
て
「
紅
夷
流
道
具
集
解

総
図
式
』
と
『
阿
藺
陀
流
外
科
道
具
書
」
と
い
う
、
書
名
は
異
な

る
が
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
も
っ
た
系
列
の
写
本
、
巻
子
が
存
在
し

て
い
る
。

そ
の
内
容
は
西
洋
外
科
手
術
器
具
の
模
写
図
と
簡
単
な
説
明
が

皿
『
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
式
」
成
立
へ
の

ス
ク
ル
テ
タ
ス
＄
の
号
の
日
⑫
）
の
外
科
書
（
ど
日
四
国
‐

ｇ
国
営
目
・
冨
自
四
白
目
）
と
パ
レ
弓
閏
ｅ
外
科
全
集
ｅ
の

○
三
再
匡
胃
唱
の
の
冒
堅
の
○
壱
の
再
画
く
四
国
昌
一
①
二
の
三
ぽ
『
宍
①
Ｐ
Ｐ
の
⑰

○
の
巨
弓
①
の
号
冨
弓
．
シ
ョ
言
日
の
①
國
邑
の
影
響

蒲
原
宏

(48） 48


